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令和４年度 事務事業評価シート

事
業
の
概
要

事務事業名 文化事業開催委託事業 担当部
健康生きがい

支え合い推進部

事業期間 平成２９年度 ～ 令和６年度以降 担当課 文化・スポーツ課

小牧市まちづくり推進計
画（R1年～R4年） 分野別計画編

基本
施策

19
展開
方向

1 担当係 事業推進係

目 5 大 3 中 1予算区分 一般会計 款 10 項 5

対象
（何･誰を対象

に）

市民、こども

内容・手段
（目的達成のた
めにどのような
事業を実施した

か）

●令和３年度の実施内容
・市民美術展
　出品数：235点、来場者数：2,267人
・オーケストラ演奏鑑賞事業
　小学校2校：855人、中学校3校：1,925人、幼稚園保育園32園：2,928人
・音楽指導事業
　指導者派遣数：162人
・こども夢チャレンジ文化事業
　こまきやまおやこラリー他参加者数：586人
・ジュニア育成文化活動事業
　伝統文化指導事業（学校指導）：2,350人
　夏休み子ども文化体験教室：366人
　ジュニア美術クラブ：延べ251人
　ジュニア演劇クラブ：延べ234人

●直接経費（令和３年度）
　委託料　23,715千円
　
●直接経費（令和4年度）
　委託料　36,438千円

受益者負担 無

根拠法令
・個別計画

教育振興基本計画 事業種別 一般事業

目的・成果
（何のために、ど
のような成果を
期待するか）

こまき市民文化財団に委託することで、文化団体等と連携し、効果的に文
化振興を図る。

事
業
費

項目 H30 R1 R2 R3

国・県支出金 － － －

R4

直
接
経
費

決
算
額

財
源

一般財源 33,351 33,834 18,309 23,715

計（A） 33,351 33,834 18,309 23,715

－

その他 － － － －

予算額 36,778 37,805 35,633 33,646 36,438

対前年比 ― 1 △ 45 29

その他職員（時給×時間）

正規職員（平均賃金） 2,246 2,246 2,246 2,246

正規職員 0.3 0.3 0.3 0.3

その他職員

事業費合計（C＝A＋B） 35,597 36,080 20,555 25,961

計（B） 2,246 2,246 2,246 2,246

人
件
費
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（３）業績

単位

1 人

2

3

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

（４）事業の評価

千円 節 細節 細々節

展開方向における指標の推移 基本施策 19 展開方向 1

指標名 方向性 基準値 R1 R2 R3 R4
(一財）こまき市民文化財団などが
主催するイベントの来場者数 ↗ 38,903 39,974 11,903 17,404

指
標

指標ほか H30 R1 R2 R3

71.7 80.1 84.4

R4

成
果
指
標

クラシック音楽に興味を
持った割合（中学生） ％

80.0 80.0 80.0 80.0 80.0

65.2

活
動
指
標

小中学校・幼稚園保育園
の演奏会 回

42 40 41 41 41

42 40 20 38

単
位
あ
た
り

事
業
費

受益者数（a） 人 16,752 19,209 8,877 11,924

受益者あたり事業費
（＝C/a）

円 2,124 1,878 2,315 2,177

事
業
の
評
価

事業の方向性 維　持 事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

事
業
の
達
成
状
況
と
課
題

令和３年度も新型コロナの影響を大きく受けたが、新型コロナ対策を講じながら
の事業の実施となった。活動指標として、小中学校・幼稚園保育園の演奏会の
実施回数をあげているが、令和２年度と比較して、大幅に実施回数を増やすこと
ができた。また、成果指標では、中学生オーケストラ演奏鑑賞事業において、生
徒へのアンケート調査を実施し、演奏会を聴いてクラシック音楽に興味を持った
生徒の割合が、８４．４％という高い数値を示しており、本事業の効果は認められ
る。また、単位当たり事業費は受益者数（委託事業へ参加した人数）が増加した
ことに伴い減少した。

今後の実
施内容

市が実施する事業について、市民や文化団体等と関わりの深い文化財団のほう
が、より効果的に実施できるとして委託している事業である。オーケストラ演奏鑑
賞事業は、中部フィルと連携して引き続き、本格的な鑑賞機会を提供する。
その他の事業についても、効果的に周知を行い、市民が文化に触れる機会の提
供に努めていく。

事務事業評
価による額

2ページ


